
 

  

 

 
 
 

年末年始・旧正月の防疫対策について！！ 
 

年末年始・旧正月を迎え、人の往来が盛んになります。伝染病の

発生予防対策の再徹底をよろしくお願いします。 
 

＜ 国内・近隣地域の家畜伝染病発生状況等 ＞             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

最上家畜保健衛生所 

最上地域家畜畜産物衛生指導協会 

令和７年 12月発行 

◆ 高病原性鳥インフルエンザ ◆ 

隣県でも発生しており、全国どこでも発生するリスクがあります。

特に１２～１月は発生が多く、要注意です。 

 
 

◆ アフリカ豚熱（ＡＳＦ）◆ 

アジア地域全体で継続発生しており、近隣の韓国や台湾でも発生。

国内侵入リスクの高い状況が続いています。 
 

◆ 豚熱（ＣＳＦ）◆ 

国内発生が続いています。県内の野生イノシシでも豚熱感染の確

認が続いていることから、防疫対策の再確認・徹底をお願いします。 

◆ 口蹄疫 ◆ 

アジア地域での「口蹄疫」清浄国は日本と台湾のみです。人や物

の移動が活発化するほど、本病の国内侵入リスクは増大します。 
 

裏面もあります 



＜ 年末年始・旧正月の具体的な防疫対策 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ 持込み禁止の肉や肉製品の例 ＞ (政府広報) 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬期は畜舎火災が多発します    防火対策を万全に！ 

 

 

 

 

 

 
連絡先：最上家畜保健衛生所（休日・夜間も対応） 

Tel：0233-29-1357 

 

 

⚫ 農場関係者の海外渡航の自粛底 
 
⚫ 外国人技能実習生等の外国人従業員のいる農場 

海外の肉製品等を国内に持込まないよう周知徹底！ 
 

⚫ 農場への侵入防止対策の徹底 

➢ 関係者以外の衛生管理区域への出入り制限 
➢ 衛生管理区域内に出入りする人・車両の消毒 
➢ 野生動物の侵入防止柵、畜舎壁の点検・補修 

 
⚫ 家畜に異状を認めた場合の早期通報 

⚫ 主な原因は暖房機器、電気配線、ネズミによる
配線の食害等です！   

⚫ 火元になりそうな箇所を職員同士でチェックする
など、防火対策を必ず実施しましょう！ 

 


